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研究成果の概要（和文）： 
2008年10月にブータン王国の南西部および北西部の13か所、2009年5月に東部および南東部の

農村8か所において、さらに2010年5月に南部および西部の7か所において食用野生植物の利用状

況に関する調査を実施した。この結果、2005年から2007年までに実施してきた調査結果から累計

して、種子植物で60科172種、シダ植物で6科18種の植物種が利用されていることが明らかになっ

た。現地で利用される食用野生植物の中には健康効果が信じられているものもあった。 

 

研究成果の概要（英文）： 
To clarify the edible wild plant resources in Bhutan and to reevaluate traditional knowledge of 

their effect on human health, a survey was carried out in 13sites of South-western and 
North-western Bhutan in October 2008, 8 sites of Eastern and South eastern Bhutan in May 2009 
and 7 sites of South and Western Bhutan in May 2010. A total of 176 edible wild plant species 
belonging to a total of 60 families of Magnoliophyta was determined. A total of 18 edible wild plant 
species belonging to a total of 6 families of Pteridophyta was also determined. Some of the wild 
edible plants are purported to affect human health functionally. 
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１．研究開始当初の背景 

我が国では、長野県のような山間地域を中

心に、古くから食用野生植物を山菜として多

用してきており、現在でも季節の味として重

要な食材となっている。これと同様に、アジ

アの山岳地域でも野生植物が採取され食用
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利用されている。しかし、急速な近代化、森

林の減少、栽培植物・開発品種の利用拡大等

により、このような食用野生植物の利用が減

少してきている現状にある。これは有用な植

物資源の保全、また、各地域における固有の

文化の継承といった面からも好ましくない

状況である。 

これらの野生植物資源については、ただ単

に、食用となる、ということに加えて、健康

に良い、特定の疾病に効果がある、または、

身体の特定の部位に効くなどの、人体に対し

ての薬理的効果または健康機能性効果につ

いても伝承されてきている。これまで、同じ

く野生植物であっても、薬草類については中

国の漢方、インドのアーユルヴェーダ等、研

究が行われており、有効成分の特定・施薬法

等の薬学、医学的研究も進んできている。し

かし、一方で、前述のような食用野生植物に

ついては、どういう植物種がどの地域で、ど

う利用されているかという基本的な事項か

ら、どのような健康効果が信じられ、実際の

有効成分として何が含まれているのかまで

についての体系的な研究は少ない。 

このような状況の中、研究代表者らは 2005

年から 2007 年までブータン王国において、

同国研究機関（ブータン農業省 RNR-Research 

center、同省生物多様性センター）と共同で

山菜類等の食用野生植物に関して、その植物

種の同定、自生地（採取地）の状況、利用法

の把握に加えて、利用者により信じられてい

る健康効果についての調査を実施してきた

(2007 松島ら，2006 松島ら)。この結果、約

33 科 62 種の野生植物の利用が確認され、そ

のうち約 35％の植物種については、各地域で

様々な健康効果が信じられていることが明

らかになった。 

しかし、調査対象国・地域での調査はこれ

まで、幹線道路沿いの主要な町とその周辺の

村に留まっており、基礎的な知見は得られた

ものの、さらに野生植物利用の重要性が高い

と思われる、より山間部での調査が求められ

ている。また、これら伝統知識としての健康

効果の真否も確認されておらず、今後、これ

ら植物資源を有効利用するためには、このよ

うな健康効果に寄与すると考えられる機能

性成分の特定、分析を行わなければならない。 

 
２．研究の目的 

(1)研究期間内に明らかにする内容 

①ブータンの山間地域における食用野生植

物利用状況 

②健康効果が期待される食用野生植物の機

能性成分の特定 

③調査地域に分布する食用野生植物の遺伝

的多様性の解析 

④食用野生植物と近縁な栽培種との遺伝的

関係の解明 

 

(2)当該分野における本研究の学術的な特徴 

①同国農業省による研究協力体制 

本研究はこれまでと同様、ブータン農業省

の RNR-Research center および生物多様性セ

ンターと共同で実施することで同意を得て

いる。同国の野生植物資源については 1996

年の FAOによる基礎的調査以降ほとんどなさ

れておらず、現在では世界でも数少ない植物

資源調査の空白地域であるため、同国農業省

との共同調査は貴重な結果をもたらすこと

が期待される。 

②新規有用植物の機能解明 

 これまでの研究代表者らの調査により、こ

れらの食用野生植物について現地では健康

効果が信じられていることが明らかになっ

ており、これら植物に含まれる健康機能性成

分を特定することにより、新たな利用、研究

に繋げることが期待できる。研究分担者（藤



 

 

田・濱渦）のグループではこれまでもシソ科、

バラ科等の様々な植物の健康機能性成分に

関する分析研究を実施してきており、その手

法、知見が本研究にも活用されるものである。 

③食用野生植物の遺伝的多様性の解明 

 これまでの調査の結果、食用野生植物の中

には、Houttuynia spp.、Oenanthe spp.など

日本と共通してみられる植物種がみられた。

これらの遺伝的解析により、その多様性を明

らかにすることができる。研究代表者らのグ

ループではトウガラシ（小仁所ら 2005）、ナ

ンキョウ（Suritnum et.al.2005）等の DNA

レベルの遺伝的類縁関係・多様性の研究を実

施してきており、その手法、知見が本研究に

も活用されるものである。 

④育種素材としての利用可能性の解明 

 これらアジア山岳地域の食用野生植物の

中には、Asparagus 属、Allium 属など日本で

栽培されている植物と同属の近縁野生種が

含まれている。これら近縁野生種と栽培種の

遺伝的関係を解明することは、今後これら近

縁野生種が持つ健康機能性等有用形質を栽

培種に導入するための基礎的な知見となる。 
 
３．研究の方法 
(1)調査研究実施国・地域及び旅行経路 

①調査地域：ブータン王国、北部地域（ガサ）、

東部北地域（ルンツェ、タシ・

ヤンツェ）、東部南地域（ペ

マ・ガツェル、サムドゥプジ

ョンカ）およびその周辺地域 

②旅行経路：中部国際航空→タイ・バンコク

空港→ブータン・パロ空港 

ブータン国内移動は自動車および徒歩。  

(2)方法 

① 現地調査（松島、南、根本） 

上記の調査対象地域において同国農業省

研究機関（後述の研究協力者）と共同で調査

を行う。なお、これら地域はこれまでの調査

実施地域より、さらに山間部に入った地域で

あり、野生植物の利用頻度が高いことが予想

される。これら地域において、山菜等食用野

生植物の利用状況（利用部位、季節、調理法

等）、自生状況（自生地環境、形態的特徴）、

信じられている健康効果について聞き取り

し、成分分析用、標本作成用のサンプルを採

取する。 

② 機能性成分の特定（藤田、濱渦） 

 現地調査で採取された食用野生植物資源

について、健康効果が信じられているものに

ついては、その健康機能性成分（ポリフェノ

ール類、カロテノイド類、アルカロイド類、

アミノ酸等）の特定を行う。これら分析につ

いては信州大学農学部内の共同利用施設「食

料保健機能開発研究センター」の大型機器類

（LC-MS、MNR 等）も用いて実施することとし

ている。具体的には、現地で聞き取った健康

効果を元に抗酸化活性、酵素阻害活性などの

各種活性を調査し、文献によりこれら結果に

該当する成分物質を検索する（濱渦）。この

結果により予想された成分の分析を HPLC お

よび LC-MS により行う（藤田）。また、該当

する成分と思われるピークが現れた画分に

ついては再度、各種活性を調べる他、MNR を

用いて、その構造決定を行うこととする（藤

田）。なお、これら分析に関しては、現地研

究機関所属の研究協力者を日本に招聘し、信

州大学の分析機器を用いて共同で実施する

ものとする。 

③ 遺伝的関係・多様性の解析（松島・南・根

本） 

遺伝的多様性解析（根本・松島） 

 調査された食用野生植物のうち、同種もし

くは同属の植物が同国地域内で複数確認で

きた場合、また、日本と同種または同属の植

物（Houttuynia spp.、Oenanthe spp.等）が

確認できた場合、これら植物を採取地ごとに



 

 

分け、AFRP、RAPD、SSR などのプライマーを

用いて DNA 多型を解析する。これにより、こ

れら植物の地域間・内の遺伝的関係・多様性

が明らかになる。 

近縁な栽培種との遺伝的関係の解明（南・松

島） 

 調査された食用野生植物のうち、

Asparagus 属、Allium 属など栽培植物と同属

の近縁野生種については、前述の３）①と同

様に、AFRP、RAPD、SSR などのプライマーを

用いて DNA 多型を解析することにより、これ

ら近縁野生種と栽培種の遺伝的関係を明ら

かにする。 

 なお、以上①～③により得られた結果は、

信州大学、ブータン農業省で共有し、現地に

おける、これら野生植物資源の保全、健康効

果等伝統知識の伝承に活用するとともに、こ

れら植物資源を食品開発の素材、栽培化・品

種開発の素材として利用する際の基礎的資

料として用い、今後とも研究協力を進めてい

くこととする。 

 

４．研究成果 

2008年は10月にブータン王国の南西部およ

び北西部の農村10か所，共有林1か所，市場1

か所および農業試験場の試験圃場において、

また、2009年5月にブータン王国東部および南

東部の農村6か所および都市部の市場2か所に

おいて、さらに、2010年5月にブータン王国南

部および西部の農村6か所および都市部の市

場1か所等において食用野生植物の利用状況、

信じられている健康効果などに関する調査を

実施した。この結果、2005年から2007年まで

に実施してきた調査結果から累計して、種子

植物で60科172種、シダ植物で6科18種の植物

種が利用されていることが明らかになった。

なお、これまで同国では草本生植物を食用利

用する例が多かったが、南部ではウコギ科の

Macropanax undulatusのように木本生植物の

新芽を食用利用する例もみられた。 

また，これらの中には健康効果が信じられ

ている植物もあり，例えばキツネノマゴ科の

Phlogacanthus thyrsiformisは解熱作用があ

るとされ，ノウゼンカツラ科の Oroxylum 

indicum は体の痛みの軽減、グミ科の

Elaeagnus parvifolia は下痢に，トウダイグ

サ科の Phyllanthus emblica は風邪や咳に,

スズラン科の Tupistra wattii は体の痛み、

咳、風邪、頭痛、解に加え、アルコールを飲

み過ぎた際に，イラクサ科の Girardinia 

diversifolia は関節痛や高血圧に、ウコギ科

の M. undulatus は体の痛みを和らげる効果

が、ると信じられていた。さらに、シダのう

ち Nakeyは食べ過ぎると胸の痛みの原因にな

る、Pangkey を食べ過ぎると目眩の原因にな

るといった、食用に際しての健康上の注意事

項も信じられていた。 

今回，成分分析および DNA 分析のための植

物サンプルの日本への輸送に関して、研究協

力者による内諾は事前に得ていたものの、正

式許可を得るためにブータン王国農業省事

務次官をはじめ同省幹部と直接交渉を行っ

たが，ＭＴＡ（Material Transfer Agreement）

の締結には至らなかった，このため、成分分

析および遺伝解析は行うことができなかっ

たものの、今後、MTA が締結された場合のた

めに、下記のような成分分析、遺伝解析関連

調査を行った。 

まず、現地で食用とされるアスパラガス野

生種の Asparagus racemosus の機能性成分測

定(ルチン)に向けた最適試料調整方法を明

らかにするための試験を A.officinalisで行

ったところ，陰干し 2 週間乾燥および 100℃

24 時間乾燥に比べ 60℃72 時間乾燥が勝って

いたことが明らかになった。また，ウワバミ

ソウを用いて遺伝解析を行うためのＤＮＡ



 

 

抽出の最適条件の検討も行ったが、DNA 収量

が低く、再度検討を進める必要があると考え

られた。 

なお，2008 年 1 月 22 日に本学において「信

州大学農学部国際シンポジウム 2008『持続的

な森林との共生：ブータン王国における野生

植物の食用利用』」を開催し、ブータン農業

省から二名の研究員を招聘し、三名の国内研

究者とともにシンポジウムを行った。さらに、

2009 年 10 月 15 日に「信州大学農学部国際セ

ミナー2009『ブータン王国に RNR(Renewable 

Natural Resources)利用にもとづく持続的発

展』」を開催し，ブータン農業省から二名の

幹部職員を招聘し，申請者を含む二名の国内

研究者とともにセミナーを行った。個々の講

演については信州大学紀要にプロシーディ

ングスとして掲載した。 
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